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医療機器の中央管理に必要な人員とスペースについて 
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 平成 16 年度に実施された厚生労働科学研究「医療機関における医療機器の安

全かつ適正な操作および保守方法に関する研究」において、医療機器の中央管理

に必要な人員とスペースに関する調査を、医療機関の事務担当者と医療機器を実

際に使用する医療関係者（看護師、臨床工学技士等）を対象に行ったので、その

調査結果を報告する。  

 医療機器の中央管理に必要な人員 (臨床工学技士 )とスペースを表に示すが、

100 病床当たりそれぞれ 1.5～1.8 名、40～45 ㎡であった。機器 100 台当たりで

は、必要な人員とスペースはそれぞれ 1.9～2.8 名、54～58 ㎡であった。  

 今回の調査では、「医療機器の中央管理に必要な人員は？」と言う設問で尋ね

たが、臨床工学技士の業務は医療機器の管理業務以外に、呼吸、循環、代謝等多

岐の分野にわたっていること、医療機関での診療内容の違いにより人員とスペー

スが変わり得ることなどから、人員とスペ―スを決めることは容易ではないと思

われる。ただ、今回の結果は、医療機器の中央管理を担当する臨床工学部門の人

員とスペースを今後検討する際のひとつの目安になると思われる。  

 

 

 名 /100 病床  名 /機器 100 台  ㎡ /100 病床  ㎡ /機器 100 台  

事務担当者  1.5 1.9 43.0 54.0 

機器使用者  1.8 2.8 40.7 57.8 


